
平成™™年œ月™—日 木曜日 第œš˜œ号官 報
一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

池
の
沢
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

イ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
八

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
八
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

長
野
県
下
高
井
郡
野
沢
温
泉
村
大
字
東
大
滝

字
ぶ
ん
ど
う

一
〇
二
九
番
ヲ
の
三

一
号

一
〇
二
九
番
ヲ
の
二

二
号

一
〇
二
九
番
ナ
の
五

三
号

一
〇
二
九
番
一
七

四
号

字
清
水
平

五
三
三
番

五
号

五
〇
三
番
二

六
号

四
九
二
番
一

七
号

五
四
三
番
一

八
号

ロ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
と
二
号

を
結
ん
だ
線
か
ら
標
柱
三
号
と
四
号
を
結
ん
だ
線

ま
で
の
区
間
の
池
の
沢
川
の
中
心
線
か
ら
左
岸
十

メ
ー
ト
ル
右
岸
二
十
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
土
地
の

区
域
及
び
標
柱
三
号
と
四
号
を
結
ん
だ
線
か
ら
千

曲
川
合
流
点
ま
で
の
区
間
の
池
の
沢
川
の
中
心
線

か
ら
左
右
各
岸
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
土
地
の
区
域

長
野
県
下
高
井
郡
野
沢
温
泉
村
大
字
東
大
滝

字
ぶ
ん
ど
う

一
〇
二
九
番
ヲ
の
三

一
号

字
清
水
平

五
四
三
番
一

二
号

五
五
三
番
一

四
号

字
橋
向

五
六
二
番
二

三
号

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

大
清
水
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
九
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
九
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
昭
和
四
十
三
年

建
設
省
告
示
第
三
千
五
百
三
十
三
号
で
指
定
し
た
第

六
号
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

長
野
県
伊
那
市
西
箕
輪

三
四
七
〇
番
一

一
号

三
八
二
六
番

二
号

三
八
五
五
番
一
地
先
道
路
敷

三
号

三
八
三
八
番

四
号

三
八
二
二
番
七

五
号

三
五
二
〇
番
地
先
道
路
敷

六
号

三
五
二
〇
番
二

七
号

三
四
九
六
番

八
号

三
〇
九
六
番

九
号

三
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

源
ヶ
洞

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
九
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
九
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
昭
和
四
十
三
年

建
設
省
告
示
第
千
四
百
五
十
五
号
で
指
定
し
た
第
四

号
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

長
野
県
上
伊
那
郡
宮
田
村

一
三
五
七
番
六

一
号

一
三
五
六
番

二
号
及
び
三
号

一
三
四
四
番

四
号

一
三
四
二
番
ハ

五
号

一
三
三
七
番

六
号
及
び
七
号

一
三
三
六
番
七

八
号
及
び
九
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
十
八
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

樫
ノ
谷
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
並
び
に
こ
れ
ら
の
土
地
に
接
す

る
河
川
及
び
道
路
の
内
そ
の
接
し
て
い
る
区
間
の
河

川
敷
及
び
道
路
敷

兵
庫
県
宍
粟
市
波
賀
町

木

字
上
高
橋

一
九
八
七
番
一
五
及
び
一
九
八
七
番
一
六

一
九
八
七
番
七
七

一
九
八
七
番
九
三

一
九
八
七
番
一
一
一
か
ら
一
九
八
七
番
一

一
四
ま
で

字
流
田
東

二
一
三
八
番
三

字
流
田
西

二
一
四
七
番
二

二
一
四
八
番
及
び
二
一
四
九
番

二
一
四
九
番
一

二
一
五
〇
番
一
及
び
二
一
五
〇
番
二

二
一
五
一
番
か
ら
二
一
五
三
番
ま
で

二
一
五
五
番
及
び
二
一
五
六
番

二
一
五
八
番
三
及
び
二
一
五
八
番
四

二
一
五
九
番
二

二
一
六
〇
番
二

二
一
六
一
番
及
び
二
一
六
二
番

二
一
六
三
番
二

二
一
六
四
番
二

二
一
六
五
番
二

二
一
六
八
番
三
及
び
二
一
六
八
番
四

二
一
六
九
番
二

二
一
七
〇
番
二

二
一
七
一
番
二

字
樫
ノ
谷

二
一
五
四
番
一
二

二
一
五
四
番
三
二
及
び
二
一
五
四
番
三
三

二
一
五
四
番
三
五
か
ら
二
一
五
四
番
三
九

ま
で

二
一
五
四
番
五
一
か
ら
二
一
五
四
番
五
五

ま
で

〇
環
境
省
告
示
第
三
十
五
号

水
俣
病
被
害
者
の
救
済
及
び
水
俣
病
問
題
の
解
決
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
俣
病
被
害
者
の
救

済
及
び
水
俣
病
問
題
の
解
決
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
救

済
措
置
の
方
針（
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
閣
議
決
定
）

を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
日環

境
大
臣

小
沢

鋭
仁

水
俣
病
被
害
者
の
救
済
及
び
水
俣
病
問
題
の
解
決

に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
救
済
措
置
の
方
針

水
俣
病
は
、
そ
の
発
生
か
ら
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、

水
俣
病
の
被
害
者
に
多
大
な
苦
痛
を
強
い
る
と
と
も
に
、

地
域
社
会
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
今
な
お
新

た
に
多
く
の
方
々
が
救
済
を
求
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
事

態
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
救
済
を
必

要
と
す
る
方
々
を
水
俣
病
被
害
者
と
し
て
受
け
止
め
、
そ

の
救
済
を
図
る
た
め
、
水
俣
病
被
害
者
の
救
済
及
び
水
俣

病
問
題
の
解
決
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以
下「
特
措
法
」

と
い
う
。）が
制
定
さ
れ
た
。

特
措
法
に
基
づ
く
取
組
に
関
し
て
は
、
い
の
ち
を
守
る

と
の
基
本
的
な
考
え
方
の
下
、
こ
れ
ま
で
関
係
各
方
面
か

ら
広
く
意
見
を
聞
く
よ
う
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

水
俣
病
被
害
者
を
迅
速
に
か
つ
あ
た
う
限
り
救
済
す
る
た

め
、
メ
チ
ル
水
銀
へ
の
ば
く
露
や
症
状
に
関
す
る
要
件
を

適
正
で
可
能
な
限
り
幅
広
い
も
の
と
し
、
ま
た
、
対
象
と

な
る
方
の
判
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
公
正
で
可
能
な
限
り
丁
寧

な
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
て
、
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
、
特
措
法
第
５
条

及
び
第
６
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
救
済
措
置
の
方
針
を
次

の
と
お
り
定
め
る
。

１
．
救
済
措
置

水
俣
病
が
生
ず
る
原
因
と
な
っ
た
メ
チ
ル
水
銀
を
排

出
し
た
事
業
者（
以
下
、「
関
係
事
業
者
」と
い
い
ま
す
。）

で
あ
る
チ
ッ
ソ
株
式
会
社
、
昭
和
電
工
株
式
会
社
の
責

任
と
、
平
成
1
6年
の
い
わ
ゆ
る
関
西
訴
訟
最
高
裁
判
所

判
決
に
お
い
て
公
害
防
止
政
策
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と

認
め
ら
れ
た
国
及
び
熊
本
県
の
責
任
と
を
踏
ま
え
て
、

水
俣
病
被
害
者
の
方
々
を
あ
た
う
限
り
す
べ
て
、
迅
速

に
救
済
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
考
え
方
の
下
、
以
下
の
よ
う
な

措
置
を
行
い
ま
す
。

\
対
象
と
な
る
方

{
通
常
起
こ
り
得
る
程
度
を
超
え
る
メ
チ
ル
水
銀

の
ば
く
露
を
受
け
た
（
メ
チ
ル
水
銀
を
体
内
に
取

り
入
れ
る
こ
と
）
可
能
性
が
あ
る
方
の
う
ち
、

Ê
四
肢
末
梢
優
位
の
感
覚
障
害
（
手
足
の
先
の

方
の
感
覚
が
鈍
い
こ
と
）
を
有
す
る
方

に
加
え
、
Ê
に
当
た
ら
な
い
方
で
あ
っ
て
も
、

Ë
全
身
性
の
感
覚
障
害
を
有
す
る
方
そ
の
他
の

四
肢
末
梢
優
位
の
感
覚
障
害
を
有
す
る
方
に
準

ず
る
方

を
対
象
と
し
ま
す
。

|
通
常
起
こ
り
得
る
程
度
を
超
え
る
メ
チ
ル
水
銀

の
ば
く
露
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
方
と
は
、
熊

本
県
及
び
鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
、
昭
和
4
3年

1
2

月
3
1日
以
前
、
新
潟
県
に
お
い
て
は
、
昭
和
4
0年

1
2月

3
1日
以
前
に
、

Ê
}
に
定
め
る
「
対
象
地
域
」
に
相
当
の
期
間

（
注
１
）
居
住
し
て
い
た
た
め
、
熊
本
県
及
び

鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
水
俣
湾
又
は
そ
の
周
辺

水
域
の
魚
介
類
を
多
食
し
た
と
認
め
ら
れ
る

方
、
あ
る
い
は
、
新
潟
県
に
お
い
て
は
阿
賀
野

川
の
魚
介
類
を
多
食
し
た
と
認
め
ら
れ
る
方

に
加
え
、
上
記
と
同
様
の
年
月
日
以
前
に
、

Ë
「
対
象
地
域
」
に
相
当
の
期
間
居
住
し
て
い

な
か
っ
た
方
で
あ
っ
て
も
、
熊
本
県
及
び
鹿
児

島
県
に
お
い
て
は
水
俣
湾
又
は
そ
の
周
辺
水
域

の
魚
介
類
を
、
新
潟
県
に
お
い
て
は
阿
賀
野
川

の
魚
介
類
を
多
食
し
た
と
そ
れ
ぞ
れ
認
め
る
の

に
相
当
な
理
由
が
あ
る
方
（
母
体
を
経
由
し
て

メ
チ
ル
水
銀
の
ば
く
露
を
受
け
た
可
能
性
が
あ

る
場
合
を
含
み
ま
す
（
注
２
））

と
し
ま
す
。

（
注
１
）
１
年
以
上
と
し
ま
す
。
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